
 

11月 22日 (第 4 例会) 
シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 

 
出 席 会 員 31名(内免除会員 8 名) 
会 員 総 数 42名(同上 14 名) 
ゲスト    1 名 
ビジター  0 名          

             計 32 名 
ホームクラブ出席率 86.11％ 

11月 8 日(第 2 例会)補正出席率 100.00％（MU5名） 

ゲスト＆ビジター(敬称略) 

 佐伯徹(卓話者) 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
 
 

本 日 の 例 会   11月 29 日（第 5 例会）    シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 

●卓話「地区大会説明」                         石濱宏章会長担当 

   ●地区大会 15：00～（14：00～受付） リーガロイヤルホテル 3階 

●食膳 ＜フランス軽食 カツカレー＞ 

 

次週のお知らせ   12月 6日（第 1例会） 

●例会時間・場所変更 

●理事会 16：30～17：00  シェラトン都ホテル大阪 ３階 ホワイエ 

●例会・年次総会 17：15～17：45  シェラトン都ホテル大阪 4 階 大和の間 

●年末家族懇親会 18：00～20：00  シェラトン都ホテル大阪 4 階 大和の間 

●食膳 ＜フランス クリスマス正餐料理＞ 

 

次々週のお知らせ   12 月 13日（第 2例会） 

●卓話「ゴルフパートナー店を開業して」                 村上泰啓会員担当 

 

先 週 の 記 録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様こんにちは、今日は会員増強の問題点をお話します。 

皆様には、新たに会員を増やすために鋭意継続してご努力いただいておりますが、自分自身が 

勧誘活動をする際に、以下のような質問をされることが多々あります。 
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①例会出席のため、毎週最低一回は時間を取られるのが面倒で、 

負担が大きい。 

(人との出会いで自分の人生をより良い時間にする為に集まります。) 

 

②例会に行って何か良いことがあるのですか？ 

（異業種の方々と交流することで、職業人としての人格形成ができ、 

卓話やセミナーで幅広い知識を身に付けることができます） 

 

③集まって楽しいですか。 

(集まることで、友人となる人の気持ちが分かり、より一層の団結力が高まります。) 

 

④どんな奉仕活動がありますか？ 

城南 RCは奨学金制度を利用した米山奨学生を輩出し、海外支援としてウクライナ支援講演を 

行うなど、海外の姉妹クラブとも友好関係を築いています。 

また国内でいえば、能登半島地震の災害支援や域内の東成区、生野区に対しても支援を続けて 

います。 

 

 

 

①本日の例会終了後から１４時まで、クラブ奉仕委員会主催のフォ 

ーラムを開催いたしますので、是非ご参加ください。 

②明日、ウクライナ支援講演でご縁を賜りました吹田 RCとの合同 

ゴルフコンペを開催いたします。 

PGM 池田カントリーで AM７：３０集合ですので、ご参加の皆様、 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

・R 財団・米山奨学委員会 濱田由弘委員長 

みなさんこんにちは、R財団・米山奨学委員会の濱田です。みな 

                   さんに本日２枚ポストしております。資料を良くお読みください。 

任意に寄付のお願いしております米山 3 万円と R財団年次基金 150＄ 

ですが、まだご寄付いただいていない方はご協力とご検討いただき 

たいです。現在会員のみなさんの内、半数よりご寄付いただいてお 

ります。ありがとうございます。資料の中の恒久基金 30＄について 

は、会員の山本 智重さんが地区へ出向されている関係もあり、会 

費請求の中に含める事を考えております。2660 地区のクラブの中で、4クラブは恒久基金 30＄ 

されておりません。大阪城南ロータリークラブも寄付しておりません。来月の年次総会に掛け 

たいと思いますので、みなさんのご理解、ご協力をお願いします。 

 

 

 

委員会報告

幹事報告



 

11月は ロータリー財団月間 

 

・前年度幹事報告 山本智重会員 

「大阪城南 RC ロータリー勉強会」について 

前年度 6/28 に開催されました「大阪城南 RC ロータリー勉強会」の映像が当クラブのホー 

ムページに格納されました。 

 

＜「大阪城南 RCロータリー勉強会」の継続的な取り組みの必要性について＞ 

先輩方から、「昔はこうだったから良かった」、「本来こうあるべきだ」、「そもそもうちのク 

ラブではこうしていんだ」等々、こういったフレーズでお叱りを受けることも多々あります。 

私を含め年次の若い会員に伝わっていない様々なことがあることが、前年度「幹事」をやら 

せて頂いて切実に感じたことです。 

前年度 6/28 に開催した「大阪城南 RCロータリー勉強会」はチャーターメンバーの光信会 

        員のお考えを学ぶことが出来たとても有意義な機会であったと思います。 

企画から実施に至るまで関わらせて頂きました際に感じたことは、率直に「知らないこと 

ばかりである」ということでした。コロナ禍で途絶えかけた、当クラブの大切な慣習や伝統 

を学び、当クラブに所属する意味、意義を確認すること。その上で、「変えなければならない 

こと、変えてはいけないこと」を判断し、当クラブの運営と当クラブの未来に貢献するキッ 

カケとなるような勉強会は継続的に開催していくべきであると感じております。 

「ロータリーとは？」、「なぜロータリアンを続けるのか？」、「なぜ大阪城南 RC なのか？」 

などなど、当クラブの会員が自問した際にそれぞれの言葉で言語化できるようになるための 

勉強会を企画し、ロータリアンであることに誇りを持ち、当クラブへの帰属意識を高めてい 

くことは今後のクラブ運営にとってとても大切なことだと思います。 

出過ぎたご提案になるかもしれませんが、「大阪城南 RC ロータリー勉強会企画室」を立ち 

上げさせて頂き、お世話役として舵取りをさせて頂くことと、 

例えば、前年度会長・幹事、今年度会長・幹事、次年度会長幹 

事を中心に企画室メンバーになって頂き、不定期ではあります 

が継続的に「大阪城南 RC ロータリー勉強会」を開催できるよ 

うな仕組みを作ってみたいと思います。 

その際は、理事会に上程した上で進めさせて頂きますのでご 

        協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

「DX で失敗しないために」      失敗学会 理事 佐伯徹様 

(上敏郎会員担当) 

                    技術革新が進む現代、生成 AI とデジタルトランスフォーメーシ  

ョン（DX）は私たちの生活やビジネスを根本から変えつつありま 

す。これらの技術が成功する鍵は、単なる失敗回避ではなく、【創 

造的に生きるための学問】としての失敗学があります。未来を切り 

開くために、これらの技術をどのように取り入れ、活用すべきかを 

考えることが重要です。 

 

 

 

卓  話



11月のロータリーレート 

１ドル＝153 円 

 

生成 AI と DXの進展により、代替不可能とされたホワイトカラー職の多くが変革の時を迎 

えています。経済産業省やゴールドマン・サックスの報告によれば、AI によって多くの業務 

が自動化される可能性が高まっています。しかし、日本企業における DXの成功率は依然とし 

て低く、勤勉な文化が障害となっている現状をどう克服するかが課題です。生成 AI は、医師 

国家試験の合格ラインを突破するなど高い自然言語処理能力を持っていますが、誤った回答や 

バイアスの問題も依然として存在します。一方、DX の取り組みでは、7pay やドコモ口座など 

失敗事例も多く、セキュリティや柔軟性の欠如、経済変化の軽視が原因とされているものが散 

見されます。 

生成 AI と DXの推進には、創造的な失敗学のアプローチが欠かせないため、著書「DX失敗 

学」では失敗原因を抽象的に分析し、業界を問わず適用できる知見を＜失敗原因マンダラ図＞ 

として提供しています。この方法は過去の教訓だけでなく、未来のリスク予測にも応用可能で 

あり、経営者にとって合理的な投資判断を支える基盤となります。生成 AI と DX を最大限に 

活用するためには、創造的な失敗学の視点が不可欠です。失敗を単なるミスとして捉えるので 

はなく、そこから学び、未来に向けた改善を行うことが重要です。このアプローチにより、企 

業は真の原因を掘り下げ、業界を問わず成功への道筋を見出すことができます。今後、経営者 

は過去のプロジェクトの振り返りと未来の業務予測を組み合わせることで、コストを合理的に 

投資し、持続可能な成長を目指すことを提案するものです。 

（本文章は生成 AI により作成致したものです） 

 

 

 

 

 

米山功労者表彰 

第２回マルチプル 濱田会員 

第１回 野村幹事 

 

 

 

 

11 月 22 日（第 4 例会） 

・上会員 長期欠席中、今日卓話、マンダラの佐伯さんをお招きしました。ご清聴お願いしま 

す。 

・佐伯会員 先週バンコク出張の為、欠席致しました。スミマセン！バンコクで働く息子の姿 

がみれてよかった。 

 

本日のニコニコ合計：12,000円 

本年度ニコニコ累計（2024年 11月 22日現在）：1,014,000円 

 

 

 

 

 

ニコニコ箱

例会風景



 

 

 

 

クラブの各種活動  

 

 

・１１月２２日の例会後、シェラトン都ホテ 

       ル大阪３階志摩の間（例会同会場）にて、 

第３回クラブフォーラムが開催されました。 

小原クラブ奉仕委員長の司会の下、クラブ 

の喫緊の課題である会員増強について、会 

員間で意見交換や議論が行われました。 

 

 

 

 

 

 

・１１月２２日午後６時、シェラトン都ホテ 

 ル大阪地下１階百楽にて、新入会員である 

古川直樹会員の歓迎会が開催されました。 

野球部での活動を通じて当クラブの雰囲気 

を知ったことが入会のきっかけになったと 

いう同会員は、ひょうたんずのユニフォー 

ムを身にまとって会場に登場しました。 

 

 

 

 

 

 

・１１月２３日、PGM 池田カントリークラ 

 ブにて、吹田 RC との合同親睦ゴルフコン 

ペが開催されました。本コンペは、ウクラ 

イナ支援講演をきっかけに生まれた両クラ 

ブの親睦関係を今後もより発展させていこ 

うという目的の下で初めて開催されたもの 

であり、晴天の下で合計１６名が参加して 

ゴルフを楽しみ、懇親を深めました。 

 

 

 

 

(編集担当 遠田・山本(哲)） 


